
低
温
期
の
栽
培
に
適
し
、
玉
肥
大
に
す
ぐ
れ
る

べ
と
病
耐
病
性
ロ
メ
イ
ン
レ
タ
ス
！

「
ア
イ
ス
ロ
マ
リ
ア
」

ロメインレタス

「アイスロマリア」栽培メモ

肥料の目安
（10ａ当たり）

暖地冬・厳寒期どり、中間地早春どり
N：P：K＝15～30㎏ 
上記作型以外

N：P：K＝10～18㎏ 

定植基準
（株／10ａ、
畝幅、
株間など）

全面マルチ栽培：畝幅45㎝ 、株間25㎝ 前後

多条栽培：畝幅150～180㎝ 、２～４条植え、
株間25～30㎝ 、条間30～40㎝ 

栽培
ポイント

●中間・暖地の冬、厳寒期どり栽培ではトンネル栽培が基本。
●トンネル被覆開始は平均気温10℃を目安とし、日中は25℃を目安
に換気する。

New

　
ロ
メ
イ
ン
レ
タ
ス
と
い
え
ば
真
っ
先
に
シ

ー
ザ
ー
サ
ラ
ダ
を
思
い
浮
か
べ
る
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し

た
食
感
に
加
え
、
玉
レ
タ
ス
や
他
の
非
結
球

レ
タ
ス
に
は
な
い
肉
厚
感
や
店
も
ち
の
よ
さ

か
ら
、
近
年
カ
ッ
ト
サ
ラ
ダ
を
は
じ
め
と
す

る
業
務
加
工
や
外
食
・
中
食
で
の
使
用
も
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
需
要
に
応
え
る
た
め
に
タ
キ

イ
で
は
適
温
期
に
適
す
る「
ロ
マ
リ
ア
」、
高

温
期
に
適
す
る「
晩
抽
ロ
マ
リ
ア
」を
こ
れ
ま

で
に
リ
リ
ー
ス
し
、
産
地
で
の
栽
培
安
定
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
中
間
・
暖
地

の
冬
ど
り
や
冷
涼
地
の
春
ど
り
な
ど
低
温
期

の
栽
培
で
は
、
玉
肥
大
が
よ
り
安
定
し
、
冷

涼
多
湿
環
境
で
問
題
と
な
り
や
す
い
「
べ
と

病
」
に
対
す
る
耐
病
性
を
有
す
る
品
種
の
開

発
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
幅
広
い
レ
ー
ス

の
べ
と
病
に
耐
病
性
を
示
し
、「
ロ
マ
リ
ア
」、

「
晩
抽
ロ
マ
リ
ア
」と
同
じ
く
食
味
の
よ
い
品

種
の
育
成
を
進
め
、
今
回
低
温
期
の
栽
培
に

適
す
る「
ア
イ
ス
ロ
マ
リ
ア
」を
新
発
表
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
品
種
特
性
、
適
作
型
、

栽
培
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
こ
こ
に
記
し
ま
す
の

で
、
品
種
導
入
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

ポイント
低温期でも玉の肥大がよい
「ロマリアシリーズ」の食味
のよさ
べと病耐病性

農
林
水
産
省
品
種
登
録
出
願
中（
品
種
名
：
Ｔ
Ｅ
Ｘ
Ｌ
Ｅ
１
９
１
１
６
８
Ａ
）　

タ
キ
イ
熊
本
研
究
農
場
　
喜き

多た

村む
ら

直な
お

人と

暖

地

中
間
地

冷
涼
地

トンネル

ベタがけ

トンネル
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低
温
期
の
栽
培
は
生
育
日
数
が
長
く
、
初
期

か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
生
育
を
進
め
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
元
肥
主
体
で
速
効
性
の
肥
料
を
施
し
、

適
期
で
の
整
地
・
マ
ル
チ
ン
グ
で
圃ほ

場
を
適
湿

に
保
ち
ま
す
。

　
施
肥
量
は
玉
レ
タ
ス
と
比
較
し
て
同
等
か
ら

２
割
増
を
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。
若
苗
定
植

を
心
掛
け
、
定
植
後
は
潅
水
を
行
っ
て
活
着
を

促
進
し
ま
す
。
干
ば
つ
時
は
早
め
の
潅
水
で
生

育
が
停
滞
し
な
い
よ
う
に
管
理
し
ま
す
。

　
低
温
期
の
栽
培
で
凍
霜
害
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
る
場
合
は
、
ト
ン
ネ
ル
や
ベ
タ
が
け
資
材
を

用
い
た
被
覆
管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
特
に

中
間
・
暖
地
の
冬
、
厳
寒
期
ど
り
栽
培
で
は
ト

ン
ネ
ル
栽
培
が
基
本
と
な
り
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル

被
覆
開
始
は
平
均
気
温
10
℃
を
目
安
と
し
、
日

中
は
25
℃
を
目
安
に
換
気
し
ま
す
。

　
「
ア
イ
ス
ロ
マ
リ
ア
」は
結
球
性
に
す
ぐ
れ
る

反
面
、
収
穫
適
期
を
過
ぎ
る
と
肋
の
傷
み
な
ど

の
品
質
低
下
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
計
画

的
な
播
種
・
定
植
と
余
裕
を
も
っ
た
収
穫
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
灰
色
か
び
病
、
菌
核
病
な
ど
諸
病
害
に
対
し

て
は
生
育
初
期
か
ら
薬
剤
散
布
に
よ
る
予
防
防

除
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
風
雨
で
葉
が
傷

ん
だ
場
合
に
も
速
や
か
に
薬
剤
散
布
を
行
い
、

病
害
の
発
生
や
進
展
を
予
防
し
ま
す
。

　
ま
た
、
レ
タ
ス
の
べ
と
病
は
レ
ー
ス
分
化
が

起
こ
り
や
す
い
病
害
で
す
。「
ア
イ
ス
ロ
マ
リ
ア
」

の
よ
う
な
耐
病
性
品
種
を
栽
培
す
る
場
合
で
も
、

多
湿
環
境
を
避
け
る
と
と
も
に
登
録
農
薬
に
よ

る
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

１
安
定
し
た
生
育
を
促
す
肥
培
管
理

２
凍
霜
害
対
策

３
適
期
で
の
収
穫

４
べ
と
病
、
各
種
病
害
へ
の
対
策

玉肥大がよく低温期の
　栽培に適する
　葉は濃緑色で草勢が強く、玉の肥大と結球
性にすぐれ低温期の栽培が容易です。「ロマリ
ア」、「晩抽ロマリア」との組み合わせで幅広い
作型での出荷計画が可能となります。

形状が安定し食味良好
　玉形状は安定し肋

ろく

がねじれに
くく、出荷時の荷傷みが少ない
品種です。また、適期収穫では、
結球葉の歯切れがよく苦みが少
ないため食味良好です。

べと病耐病性
　冷涼・多湿条件下やハウ
ス・トンネル栽培での蒸し
込み時に発生しやすいべと
病の幅広いレースに対して
耐病性を示します。

ロメインレタス「ロマリアシリーズ」の適作型の目安
地域 品種名 播種時期の目安

収穫期
9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

冷
涼
地

晩抽ロマリア 5月上旬～7月

ロマリア 7月下旬～8月中旬
2月下旬 ～5月中旬

アイスロマリア 1月中旬～3月

中
間
地

晩抽ロマリア 8月

ロマリア 8月中旬～下旬
1月～3月上旬

アイスロマリア 8月下旬～9月上旬
10月下旬～12月

暖
地

晩抽ロマリア 8月中旬～9月上旬

ロマリア 8月下旬～9月中旬
11月中旬～2月中旬

アイスロマリア 9月上旬～12月

※詳細は品種別の適期表をご確認ください。

品種特性

栽培ポイント

「アイスロマリア」、「ロマリア」、「晩抽ロマリア」の使い分け

　玉肥大にすぐれ中間・暖
地の冬・厳寒期どりや冷涼
地の春どりなどの低温期の
栽培に適します。また、冷
涼・多湿環境で発生しやす
いべと病に対して耐病性を
示します。

アイスロマリア
　適温期を中心に冷涼地の
初夏・秋どりや中間・暖地
の秋～年内どりと春どりに
適します。根

ね

腐
ぐされ

病レース１・
２に複合耐病性で、発生が
懸念される圃場でも安心し
て栽培可能です。

ロマリア
　冷涼地の夏どりや中間・
暖地の初秋どりなど高温期
の栽培に適し、晩抽性と結
球性にすぐれます。「ロマリ
ア」同様、根腐病レース１・
２に複合耐病性です。

晩抽ロマリア

　今回新発表する「アイスロマリア」に加え、適温期向きの「ロマリア」、高温期向
きの「晩抽ロマリア」を取りそろえています。作型に応じて使い分けることで幅広
い時期に食味のよいロメインレタスを継続的に出荷することができます。

幅広い作型で食味のよいロメインレタスの栽培が可能！
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